






















































































































































































「I’m very honored to meet you」という丁寧な言葉で一生懸命練習していた






（30） 創価人間学論集　第 10 号
　こうして私は、『レ・ミゼラブル』との出会いによって人生を大きく開
いていただきました。それからずっとロングランが続き、私は 1987 年から








































































































とができる機会かもしれないと思いました。そして、2003 年 4 月から大阪
芸術大学舞台芸術学科ミュージカルコースで授業をさせていただくことにな
りました。教えるというよりも、今まで経験してきたことを最大限に伝えら





































































問われるのは 10 年後、20 年後、30 年後です。そのときにどうかです。その
ときに使命を果たしたかどうかです。すべての人に自分でなければできない、
自分の使命がある。使命がなければ生まれてきません」。
　また、「使命をわかるにはどうしたらいいんでしょうか」という質問に、
池田先生はこう語っておられます。「じっとしていたのではわからない。な
んでもいい、何かに挑戦することです。その努力の積み重ねのなかから自然
に方向性が決まってくるものです。だから、いま、自分がやるべきことは何
なのか、それを避けてはいけない。目の前の山を登れ。ということです。山
に登ればともかく足は鍛えられる。鍛えられた分、次のもっと大きい山に挑
戦できる。この繰り返しです。使命があるんだ、ということを忘れない人は
強い。どんな悩みがあっても負けない。悩みを全部、希望のエネルギーに変
えていけるのです」。
　学生の皆さんの年代では、大学生活のなかで何か結果を出さなければいけ
ないと焦るときもあるでしょう。でも私がいつも学生の皆さんにお伝えして
いることは、焦るな、ということです。社会に出てからが本当のスタートだ
出会いは人生の宝物（37）
から、20 代は全部やり直しがきくから、いくらでも失敗していいというこ
とを、自分自身が感じてきた実感として伝えています。本当に使命深きお
一人お一人です。どうか皆さん、自分を信じて、そして一つ一つの出会いを
宝物にして、自分にしか果たせない使命の道を堂々と歩んでいってください。
ご清聴ありがとうございました。
